
まえがき＝推進しているところである。本稿では，これらのうち最近の主な取組みについて報告する。なお，これらの環境問題に対する取組みのうち，本号では，環境に貢献する材料製品，次号では機械，プラント製品および環境に配慮したプロセス技術について最近の主な成果を紹介する。1．国内外の動向1．
地球温暖化問題については，1997 年の支援法などについて現在もなお協議がなされている。これに加え，オゾン層破壊物質の全廃への動きのほか，「経団連の環境自主行動計画」 おこなっ

ている。
１）事業所における省エネルギの推進
事業所ごとに業界の自主行動計画に基づいた省エネル

ギ計画を策定しており，計画的な省エネルギ設備の導入
や「省エネルギ草の根活動」などを継続的に実施するこ
とで省エネルギを推進している。その進捗状況について
は，毎年「地球環境委員会」でフォローアップをおこな
っている。
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2．3 環境マネジメントシステムの構築

企業の自主的な環境管理にかかわる国際規格 ISO14001


